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住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、輝
か

し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
、
市
政
の
推
進
に

対
し
、多
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

赤
磐
市
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
東

洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
の「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、県
内
一
位
と
い

う
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、公
共
交
通
の
拠
点
整
備

や
新
た
な
雇
用
の
確
保
に
よ
る
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、複
合
型
介
護
福
祉
施
設

を
整
備
す
る
な
ど
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

そ
し
て
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

さ
ら
な
る
強
化
、安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

な
ど
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
も
昨
年
４
月
か
ら
市
長
２
期

目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、今
年
は
年
男
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、赤
磐
市
の
明
る
い
未
来

の
た
め
、職
員
と
と
も
に
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
に

二
〇
一
八
年 

戌
年

新
年
の

ご
あ
い
さ
つ

は
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、こ
の
一
年
が
皆

様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

赤
磐
市
長
　
友
實 

武
則
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未
来
を
生
き
抜
く
子
ど
も
の
育
成
を

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、お
健
や
か
に

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、道
徳
の

教
科
化
、小
学
校
で
の
英
語
の
導
入

な
ど
新
た
な
国
の
動
き
が
あ
り
ま

す
。社
会
も
高
度
情
報
化
の
波
が
押

し
寄
せ
、
激
動
す
る
中
、
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
生
き
抜

い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
力
を
身

に
付
け
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
、校
種
間

（
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
）
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の

育
成
を
基
盤
と
し
た
、確
か
な
学
力

の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、「
赤
磐
市
の
宝
」
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
、一
層

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、新
し
い
年
が

更
に
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
赤
磐
市
民
の
た
め
に

　

市
議
会
を
代
表
し
、心
よ
り
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
良

の
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

赤
磐
市
が
誕
生
し
、す
で
に
13
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。ま
だ

ま
だ
合
併
時
の
期
待
と
今
の
現
実

に
お
い
て
、隔
た
り
が
あ
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。
市
議
会
と
し
て
は
、

市
と
の
協
力
の
も
と
、少
し
で
も
早

く
、全
国
に
誇
れ
る
赤
磐
市
の
実
現

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
議
会
や
議
員
に
対
し
、さ
ま

ざ
ま
な
報
道
が
な
さ
れ
る
中
、市
議

会
と
し
て
も
襟
を
正
し
、市
民
の
負

託
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、今
回
の
議
会

報
告
会
は
、よ
り
多
く
の
ご
意
見
を

聞
く
た
め
、市
民
の
皆
様
と
膝
を
交

え
た
懇
談
会
方
式
と
し
ま
し
た
。ま

た
、政
務
活
動
費
に
つ
い
て
も
再
度

見
直
し
、使
途
の
明
確
化
を
図
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。市
民
に
開
か
れ
た

議
会
と
す
る
た
め
、今
後
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
磐
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
働

き
、汗
を
か
く
一
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
年
の

ご
あ
い
さ
つ

赤
磐
市
教
育
委
員
会
教
育
長
　
内
田 

恵
子
　

赤
磐
市
議
会
議
長
　
金
谷 

文
則
　

広報あかいわ（平成30年1月号）3



　

11
月
３
日
、
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
と
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
会
場
に
、
あ

か
い
わ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
晴
の
祭

り
日
和
と
な
っ
た
こ
の
日
、
市
内
外
か
ら
お
よ

そ
１
万
３
千
人
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

各
テ
ン
ト
に
は
市
内
の
野
菜
や
果
物
、
ち
ら
し
ず

し
や
焼
き
そ
ば
、
地
酒
な
ど
、
地
域
の
団
体
や
飲
食
店

な
ど
が
出
展
。来
場
者
ら
は
地
域
自
慢
の
一
品
を
見
て
、

食
べ
て
、
あ
か
い
わ
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
伝
統
芸
能
、
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
か
い
わ
広
報
大
使
を
務
め
る
「
に
こ
い
ち
」
の
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
も
あ
り
、『
未
来
へ
つ
な
ぐ
～

赤
磐
市
の
歌
～
』
を
会
場
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

あ
か
い
わ
祭
り

2017年サッポロビール
イメージガール
川辺 優紀子さん
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　11月23日、山陽ふれあい公園で「あかいわ キラリ★安全
フェスティバル ～守りたい、大切な命。～」を開催しました。こ
のイベントは、交通安全・防犯・防災・消費生活を直接学び、
体験する行事として平成24年度から開催しているもので、今
回も市内外から約2,500人が来場。
　開会式の後、市民から募集した交通安全標語の中から、市
長賞、議長賞、赤磐警察署長賞の発表および表彰を行いまし
た。その後、赤磐警察署警官による交通安全教室、岡山県警
察音楽隊による演奏が行われました。演奏では「未来へつな
ぐ ～赤磐市の歌～」を会場の皆さんと一緒に歌いました。
　屋内会場では、自転車こいでガチャポンＧＥＴ、追突に注
意ゲーム、似顔絵コーナー、スポーツコーナー、防犯ブザー
デコレーション、ＮＴＴ西日本や気象台のコーナーなど、楽
しく遊びながら学ぶコーナーが充実。人気キャラクターの仮面ライダービルドショーも大盛況でした。

　屋外会場では、自衛隊や赤磐警察署、赤磐市消防本部
による車両展示が行われ、多くの家族連れが車両の見学
をしたり、さまざまなコスチュームを着て記念写真を撮っ
たり、思い思いに楽しんでいました。また、災害救助犬によ
る模範演技や、あかいわ防災士連絡会による非常食が体
験できる防災カフェコーナーもあり、賑わっていました。
　来場した人たちはこのイベントを通じて、学び、体験し、
「くらしの安全・安心」に対する意識を高めることができま
した。

　応募総数1,692点（小学校3年生までの部763点、小学校４年生～中学校３年生の部796点、一般の部133
点）の中から、次の９点が選ばれました（敬称略）。

＜小学校３年生までの部＞
　◦市長賞　「あおだけど  くるまがこないか  みてからわたる」　山陽東小学校１年　佐々井 嘉花
　◦議長賞　「かちっとね  こころもべるとも  しめたかな」　山陽小学校１年　丸畑 心結
　◦赤磐警察署長賞　「見えないの！？  こんなにめだつ  赤信号」 　山陽小学校３年　鷲須 一花
＜小学校４年生～中学校３年生の部＞　
　◦市長賞　「マナーはね  心をつなぐ  糸になる」 　磐梨小学校５年　蓮池 日茉璃
　◦議長賞　「人として  守れて当然  交通ルール」　 山陽北小学校６年　皿井 愛子
　◦赤磐警察署長賞　「右左  その一手間が  事故防ぐ」 　山陽小学校６年　小山 素行
＜一般の部＞　
　◦市長賞　「我先に  進む心が  事故のもと」　木村　仁美
　◦議長賞　「余裕もつ  心と車間で  防衛運転」　岩本　勝己
　◦赤磐警察署長賞　「着けましょう  命の光  反射材」　日笠　巧

あかいわ キラリ★安全フェスティバル～守りたい、大切な命。～

平成29年度交通安全標語優秀作品
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平
成
29
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

平
成
30
年
度
市
県
民
税（
住
民
税
）の

申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た

　

今
年
の
申
告
期
間
は
、
２
月
16

日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で
で
す
。

申
告
の
必
要
な
人
は
、
書
類
の
準

備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
の
申
告
相
談
の
日
程
は
、
広

報
あ
か
い
わ
２
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

申
告
会
場
で
は
、
多
数
の
来
場

者
で
混
み
合
う
た
め
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

混
雑
緩
和
の
た
め
、
手
引
き
な
ど

を
見
な
が
ら
自
分
で
申
告
書
を
作

成
し
て
提
出
す
る
『
自
書
作
成
』

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
申
告
書
や
手
引
き
な
ど

は
本
庁
税
務
課
、
各
支
所
市
民
生

活
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

29
年
中
に
平
成
29
年
度
分
の
住
民

税
申
告
を
し
た
人
に
は
、
申
告
期

間
ま
で
に
住
民
税
申
告
書
や
手
引

き
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
申
告
書
や
手

引
き
な
ど
は
、
税
務
署
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp

）
な
ど
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
所
得
や

控
除
の
証
明
と
な
る
必
要
資
料
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
税
務
課
、
各
支
所
市
民
生

活
課
の
窓
口
に
お
持
ち
い
た
だ
く

場
合
は
、
住
民
税
申
告
書
は
税
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
。
確
定
申
告

書
は
税
務
課
か
ら
瀬
戸
税
務
署
へ

送
り
渡
し
ま
す
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
住

民
税
申
告
書
は
本
庁
税
務
課
、
確

定
申
告
書
は
瀬
戸
税
務
署
へ
そ
れ

ぞ
れ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
作

成
・
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

事
前
の
届
け
出
不
要
で
利
用
で

き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
必
要
な
項
目
を
案
内
に

沿
っ
て
入
力
す
る
だ
け
で
、
自
動

計
算
に
よ
り
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷

し
て
郵
送
す
れ
ば
、
税
務
署
な
ど

に
出
向
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

（
電
器
店
な
ど
で
購
入
）
が
あ
れ

ば
、作
成
し
た
申
告
書
を
「e-T

ax

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）」
で
自
宅
な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
デ
ー
タ
送
信
で

き
る
の
で
、
印
刷
・
郵
送
の
手
間

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ�

、e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.

go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

e-TA
X

・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク〈
☎
０
５
７
０（
０
１
）

５
９
０
１
〉
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
中
（
平
成
29
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
に
国

民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
た
世
帯

へ
納
付
額
を
記
載
し
た
国
民
健
康

保
険
税
納
付
済
額
通
知
書
を
１
月

下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
申
告
で

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
計

上
す
る
場
合
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
書
は
再
発
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
中
に
満
期
や
解
約
の

あ
っ
た
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は

「
一
時
所
得
」
に
該
当
し
ま
す
の

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
申
告
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
等
以
外
で
、

個
人
で
掛
け
て
い
る
郵
便
局
や
農

協
・
生
命
保
険
会
社
な
ど
の
年
金

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。こ
れ
ら
は「
雑

所
得
」
と
し
て
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
年
金
支
払
い

■税務署の開設する確定申告会場 （※詳しくは瀬戸税務署へお問い合わせください）

開設日 相談時間 会　　場

2月16日㈮～3月15日㈭
※土・日を除く 午前9時～午後5時

※受付は午前8時30分
～午後4時まで

瀬戸税務署
岡山市東区瀬戸町瀬戸70

☎086-952-1155

2月16日㈮～3月15日㈭
※2月18日㈰・25日㈰

以外の土・日を除く

ママカリフォーラム
岡山市北区駅元町14-1

岡山コンベンションセンター2階

★ ママカリフォーラムの駐車場は台数に限りがあり、有料となります。公共交通機関
の利用をお願いします。

申
告
書
の

自
書
作
成
の
お
願
い

申
告
書
を
作
成
し
た
ら

確
定
申
告
は
便
利
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
済
額

通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

「
一
時
所
得
」「
雑
所
得
」の

申
告
も
お
忘
れ
な
く

広報あかいわ（平成30年1月号） 6



介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

〜
平
成
29
年
中
の
支
払
い
分
が
社
会
保
険
料
控
除
と
な
り
ま
す
〜

の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て
い
な
い

か
、
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

前
年
の
平
成
28
年
分
の
申
告
か

ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）
の

記
載
」
と
「
本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
添
付
」
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
漏
れ
、
記
載
誤
り
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

※�

本
人
確
認
書
類
（
①
ま
た
は
②

の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
＋
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

◦
本
庁
税
務
課
市
民
税
班

　
☎（
９
５
５
）０
９
５
１

　

平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
介
護

保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、確
定
申
告
（
税
申
告
）

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
申
告
書
の
社
会
保
険
料

控
除
額
を
記
入
す
る
欄
に
、
平
成

29
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１

年
間
に
支
払
っ
た
介
護
保
険
料
額

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
領
収
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

支
払
金
額
の
確
認
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人

◦
平
成
28
年
度
第
６
期
（
平
成
29

年
２
月
天
引
き
分
）
と
平
成
29

年
度
第
１
期
～
５
期
（
平
成
29

年
４
・
６
・
８
・
10
・
12
月
天

引
き
分
）
と
の
合
計
金
額
に
な

り
ま
す
。

◦
平
成
30
年
１
月
に
年
金
保
険
者

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
「
社
会

保
険
料
の
金
額
」
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険

料
の
金
額
と
し
て
介
護
保
険
料

の
ほ
か
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
も

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
合
算
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
下
旬
に
発
送
さ
れ
て

い
る
「
赤
磐
市
介
護
保
険
料
年

額
決
定
通
知
書
」、
７
月
下
旬

に
発
送
さ
れ
て
い
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
参
考
に
し
て
、
平
成
29

年
の
２
月
か
ら
12
月
に
年
金
か

ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

て
い
る
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
合
計

し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
に
つ
い

て
は
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
特
別
徴
収
の
場
合
、
そ
の
年
金

の
受
給
者
本
人
の
み
に
社
会
保

険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼�

普
通
徴
収（
納
付
通
知
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
付
）の
人

◦
納
付
通
知
書
で
支
払
っ
た
領
収

書
（
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月

中
の
領
収
印
の
あ
る
も
の
）
の

合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

〈
介
護
保
険
料
〉

　

�

１
月
中
旬
以
降
、
前
年
中
に
納

付
通
知
書
に
よ
り
納
付
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
保

険
料
額
を
記
載
し
た
「
介
護
保

険
料
納
付
済
額
通
知
書
（
普
通

徴
収
分
）」
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〉

　

�

１
月
中
旬
以
降
、
前
年
中
に
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
保
険

料
額
を
記
載
し
た
「
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
口
座
振
替
納
付

済
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
で
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
っ
た
場
合
や
特
別
徴
収
で

金
額
変
更
の
あ
っ
た
場
合
な
ど
、

特
別
徴
収
分
と
普
通
徴
収
分
が

同
時
に
あ
る
人
が
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
納
付
方
法
が
複
数
あ

る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
の

合
計
額
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
い
っ
た
ん
納
付
し
た

後
、
何
ら
か
の
事
情
で
一
度
納

付
し
た
保
険
料
が
赤
磐
市
か
ら

還
付
（
返
金
）
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
還
付
を
受
け
た
分
を
差

し
引
い
た
額
で
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◇
納
付
額
が
不
明
の
場
合

◦
市
役
所
の
各
窓
口
（
各
支
所
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

◦
納
付
額
を
記
入
し
た
も
の
が
必

要
な
人
は
、
平
成
30
年
１
月
中

旬
以
降
に
各
窓
口
に
て
納
付
額

の
通
知
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
早
め

に
納
付
額
を
確
認
し
た
い
場
合

は
、
各
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◦
個
人
情
報
で
す
の
で
、
本
人
・

家
族
の
確
認
の
た
め
に
住
所
・

生
年
月
日
・
続
柄
な
ど
を
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
介
護
保
険
課
介
護
保
険
班

　
☎（
９
５
５
）１
１
１
６

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
班

　
☎（
９
５
５
）１
１
１
３

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）に
つ
い
て
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障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
、

お
む
つ
使
用
証
明
書
の
交
付

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
な
く
て
も
平
成
29
年

12
月
31
日
時
点
（
年
の
途
中
で
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
死
亡
時
点
）

で
要
介
護
３
・
４
・
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
で
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
対
象
の
人
で
、

認
定
書
の
必
要
な
人
は
、
本
庁
介

護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
健
康
福

祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※�

65
歳
未
満
の
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
必

要
な
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
は
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
医
療
機
関
に
か
わ
っ
て

市
が
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
本

庁
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
健

康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
要
件
〉

◦�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
で
、

前
年
か
ら
引
き
続
き
お
む
つ
が

必
要
な
状
態
が
継
続
し
て
い
る
。

◦�
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る
。

（
初
め
て
の
人
は
医
療
機
関
で
発

行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）

◦�

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
主
治
医

意
見
書
の
記
載
内
容
が
一
定
の

要
件
（
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る

こ
と
お
よ
び
尿
失
禁
が
あ
る
こ

と
）
を
満
た
し
て
い
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
介
護
保
険
課
介
護
保
険
班

　
☎（
９
５
５
）１
１
１
６

◦
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　
☎（
９
５
７
）４
８
２
２

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　
☎（
９
９
５
）１
２
９
３

◦
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　
☎（
９
５
４
）１
３
７
４

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告

〜
10
ｋ
Ｗ
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
〜

　

固
定
資
産
税
は
土
地
、
家
屋
の
ほ

か
、
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
も

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
平
成
30

年
1
月
1
日
現
在
で
赤
磐
市
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
平
成

30
年
1
月
31
日
ま
で
に
償
却
資
産
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
に
よ
る
電
子
申
告
も
可
能
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
は
償
却
資
産
に
該

当
し
、
申
告
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
下
記
の
表
を
参
考
に
、

所
有
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
告
対
象
と
な
る
償
却
資
産
〉

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
（
家
屋
の
屋
根
材

と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）、
架

台
、送
電
設
備
、電
力
量
計
、パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
税
務
課
資
産
税
班

　
☎（
９
５
５
）０
９
５
２

設置者 10kW 以上の太陽光発電設備 10kW 未満の太陽光発電設備

個人
（住宅用）

償却資産の申告対象
（余剰電力の売電であっても申告対象）

償却資産の申告対象外

個人
（事業用）

償却資産の申告対象
（事業用資産については、発電出力量や売電方法に関わらず申告対象）

法人 償却資産の申告対象
（事業用資産については、発電出力量や売電方法に関わらず申告対象）

お
む
つ
使
用
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て
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情報ボックス
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

者
な
ど
を
対
象
に
、
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
就
職
を

目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。
今
回
、
２
月
か
ら
３
月

に
開
講
す
る
コ
ー
ス
の
受
講
者

を
順
次
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

■ 

募
集
科
／
基
礎
コ
ー
ス
・
実

践
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医

療
事
務
、
事
務
分
野
等
）

※ 

開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
〜

６
カ
月
）
な
ど
は
コ
ー
ス
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

■ 

受
講
料
／
原
則
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※ 

一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産

な
ど
）
を
満
た
す
人
は
、
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月

10
万
円
＋
交
通
費
〈
所
定

額
〉
）
が
支
給
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

　

４
月
か
ら
岡
山
県
陸
上
競
技

場
な
ど
各
会
場
で
14
の
競
技
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
が
確
定
す
る
の
は
１
月

ご
ろ
で
す
の
で
、
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
／
平
成
30
年
４
月
１
日

の
時
点
で
、
13
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
で
岡
山
県
内
に

現
住
所
が
あ
る
人
な
ど

■ 

実
施
競
技
／
個
人
競
技
（
陸

上
競
技
な
ど
６
競
技
）、
団
体

競
技
（
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
５
競
技
）、
公
開

競
技
（
車
い
す
テ
ニ
ス
な
ど

３
競
技
）

■ 

参
加
方
法
／
個
人
競
技
…
本

庁
・
各
支
所
へ
申
し
込
み
、

団
体
競
技
…
チ
ー
ム
ご
と
に

岡
山
県
へ
申
し
込
み

■ 

申
込
期
限

・ 

個
人
競
技
…
１
月
26
日
㈮

・ 

団
体
競
技
…
１
月
31
日
㈬

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

個
人
競
技
…
本
庁
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

・ 

団
体
競
技
…
岡
山
県
福
祉
相

談
セ
ン
タ
ー
総
務
企
画
課

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）４
０
７
５

　
ＦAX
０
８
６（
２
３
５
）４
０
８
８

※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷介護保険課地域包括支援センター…☎ 955-1470

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷農林課…………………☎ 955-6174

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷市民生活課……………☎ 957-2226

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

　▷産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷産業建設課……………☎ 954-1366

●教育委員会
　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷教育総務課……………☎ 955-6807

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●エコプラザあかいわ……☎ 955-1560

　
応
急
手
当
て
は
５
年
に
１
度
、

よ
り
良
い
方
法
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新

し
い
救
命
処
置
を
覚
え
て
く
だ

さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
胸

骨
圧
迫
が
た
め
ら
い
な
く
で
き

る
方
法
を
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
（
受
講
希
望

者
が
少
数
の
場
合
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

■ 

日
時
／
１
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■ 

場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部 

会

議
室

■ 

受
講
人
数
／
10
人
程
度

■ 

申
込
期
限
／
１
月
19
日
㈮

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
赤
磐

市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

県
主
催
の
「
就
職
相
談
会
」

「
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
現
在
就
職
活
動
中
ま
た
は

就
職
準
備
中
の
女
性
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
専

門
の
女
性
相
談
員
が
、
子
育
て

と
の
両
立
な
ど
お
悩
み
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
面
接
会
は
男
性
も
参
加
可
能

■ 

日
時
／
１
月
30
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■ 

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー

■ 
参
加
費
／
無
料

■ 
託
児
／
無
料
（
要
予
約
）

■ 
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

運
営
事
務
局
（
㈱
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）９
８
２
８

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

募　
　

集

女
性
の
た
め
の

お
し
ご
と
相
談
会
＆
面
接
会

求
職
者
支
援
訓
練

（
２
月
～
３
月
開
講
コ
ー
ス
）

第
18
回
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
輝
い
て
キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」出
場
者
募
集

読
み
や
す
い
広
報
紙
を

目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
市
政
情
報
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
内
容

を「
情
報
ボ
ッ
ク
ス
」に
ま
と

め
ま
し
た
。ま
た
、文
字
の

大
き
さ
も
統
一
し
拡
大
し
て

い
ま
す
。
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情報ボックス
INFORMATION BOX   

「
赤
磐
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
」

「
赤
磐
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」「
赤
磐
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」（
素
案
）へ
の
意
見
募
集

　

市
で
は
、現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
各
計
画
等
に
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
、計
画（
素
案
）に
対
す

る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は

各
閲
覧
窓
口
に
備
付
け
）に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
と
本
件
へ

の
意
見
を
記
入
し
、郵
送
・Ｆ

Ａ
Ｘ・メ
ー
ル・
持
参
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提

出
で
き
ま
す
）。

■
そ
の
他

・�
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・�

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

・�

ご
意
見
の
内
容
は
、個
人
情

報
を
除
く
な
ど
適
宜
修
正

を
加
え
公
表
し
ま
す
。

●
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

　

老
人
福
祉
法
第
20
条
の
８

の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
も
の

で
、高
齢
者
の
福
祉
全
般
に
関

す
る
計
画
で
す
。

●
介
護
保
険
事
業
計
画

　

介
護
保
険
法
第
１
１
７
条

の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
も
の

で
、介
護
保
険
の
給
付
対
象
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
な

ど
を
定
め
る
計
画
で
す
。

■�

対
象
／
赤
磐
市
介
護
保
険
被

保
険
者
お
よ
び
そ
の
家
族
、市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人・団
体・法
人

■�

計
画（
素
案
）の
閲
覧
方
法
／

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で

の
閲
覧（
本
庁
介
護
保
険
課
介
護

保
険
班
、各
支
所
健
康
福
祉
課
）

■
提
出
期
限
／
１
月
９
日
㈫

　

午
後
５
時（
必
着
）

■�

問
い
合
わ
せ・提
出
先
／
本
庁
介

護
保
険
課
介
護
保
険
班

●
赤
磐
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

　

市
の
文
化
振
興
を
図
る
た

め
、目
指
す
べ
き
方
向
性
と
施

策
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
で

す
。

●�

赤
磐
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、目
指
す
べ
き
方

向
性
と
施
策
を
明
ら
か
に
す

る
計
画
で
す
。

■�

対
象
／
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
、市
内
に
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人・団
体・法
人

■�

計
画（
素
案
）の
閲
覧
方
法
／

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓

口
で
の
閲
覧（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
人
権
社
会
教

育
班
、各
分
室
）

■
提
出
期
限
／
１
月
12
日
㈮

　

午
後
５
時（
必
着
）

■�

問
い
合
わ
せ・提
出
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
人
権
社
会
教
育
班

　

糖
尿
病
の
養
生
の
基
本
で
あ

る
食
事
と
運
動
を
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
楽
し
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
２
月
24
日
㈯

　

 

受
付
…
午
前
11
時
〜（
試
食
会
…

午
前
11
時
30
分
〜
、
講
演
会
…
午

後
０
時
50
分
〜
２
時
30
分
）

■ 

場
所
／
お
さ
ふ
ね
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
２
階 

備
前
の
間

■ 

内
容
／
①
糖
尿
病
の
食
事
の

お
話
と
試
食
（
管
理
栄
養
士
） 

②
糖
尿
病
と
認
知
症
に
つ
い

て
（
瀬
戸
内
市
民
病
院
内
科

医
長
加
原
健
治
さ
ん
） 

③
糖

尿
病
の
運
動
療
法
〜
自
分
に

あ
っ
た
運
動
を
み
つ
け
よ
う

〜
（
理
学
療
法
士
）

■ 

対
象
／
糖
尿
病
に
つ
い
て
学

ん
で
み
た
い
人

■ 

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
試
食
会
参
加
の
場
合

８
０
０
円
（
講
演
会
は
無
料
）

■ 

申
込
期
限
／
２
月
５
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
平
病
院

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
５
５

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、リ

ユ
ー
ス
品
の
受
け
入
れ
や
無
料

提
供
の
ほ
か
入
札
や
抽
選
に
よ

る
有
料
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
抽
選
会
と
無
料
提
供
を

行
い
ま
す
。

■ 

参
加
資
格
／
市
内
在
住
、ま
た

は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

■ 

抽
選
品
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載

■ 
申
込
期
間
／
１
月
25
日
㈭
〜

２
月
10
日
㈯
正
午
ま
で
の
開

館
時
間

■ 

抽
選
日
時
／
２
月
10
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

■ 

開
館
日
時
／
毎
週
月
・
木
・
金

曜
日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
４
時

※ 

土
曜
日
は
、ご
み
の
持
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。入
口
は
西
側
の

門
に
変
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
エ
コ

プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ

第
６
回
糖
尿
病
健
康

セ
ミ
ナ
ー
in
東
備

第
14
回
リ
ユ
ー
ス
品
抽
選
会

受
付
開
始
！
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

　「仕事がなかなか見つからない」「家計のや
りくりに困っている」「引きこもりの家族のこ
とが心配」など生活や仕事、家計に関する相
談窓口を社会福祉事務所内に開設しています。
　お困りごとがありましたらご相談ください。
あ な た に 寄 り 添 い な が
ら、あなたに合った
支援を一緒に考え
サポートします！

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

事　業　名 内　　　容

自立相談支援事業 自立に向けた支援プランを
作成します。

家計相談支援事業 家計の立て直しをサポート
します。

住 居 確 保 給 付 金 離職者を対象に家賃相当
額を支給します。

就労準備支援事業 一般就労に向けて必要な
サポートをします。

一時生活支援事業 宿泊場所、食事、衣類など
を提供します。

就労支援による生活再建のサポート
80歳の母親と二人暮らしの50歳の男性Aさん。
人間関係のトラブルで退職し、引きこもりがちの
生活を送っている。母親の年金で生活してきた
が公共料金の支払いが滞るなど生活が苦しいと
相談が寄せられた。

▶����就労支援や滞納などの計画的な返済に向け
た家計相談支援、緊急時の食料支援など、生
活の立て直しに向けてサポートしています。

●赤磐市くらし・しごと応援センター「あすてらす」（本庁社会福祉事務所内） ☎955-0552 相談無料・秘密厳守

※�事業によっては資産条件など、定めがあるものもありますので、詳細についてはお問い合わせください。

赤磐市くらし・しごと
応援センター

「あすてらす」
利用案内

ひ
と

り
で抱
え込
まないで

…

　

素
敵
な
出
会
い
の
き
っ
か
け

作
り
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■ 

日
時
／
２
月
11
日
㈰

■  

場
所
／
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

■ 

対
象
／
20
歳
以
上
の
独
身
者

※
男
性
は
赤
磐
市
・
和
気
町
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人（
女
性
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■ 

定
員
／
男
女
各
20
人

■ 

参
加
費
／
男
性
…
３
千
円
、女

性
…
２
千
円
（
食
事
代
含
む
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
㈲
チ
ア
ー
ズ

　
☎
０
８
６（
４
８
４
）０
０
２
０

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
の
事
業
主

都
合
や
、雇
用
期
間
満
了
な
ど
に

よ
る
離
職
で
国
保
に
加
入
し
た

人
で
、次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、届
出
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■  

軽
減
の
要
件

• 

離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

•  

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
」
欄
の
数
字
が
11
、

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、34
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

■  

軽
減
の
内
容

• 
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す

る
と
き
に
給
与
所
得
を
本
来

の
額
の
30
％
と
し
て
計
算
し
、

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

• 

高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得
区

分
を
判
定
す
る
と
き
も
給
与

所
得
を
本
来
の
額
の
30
％
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※ 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
は
軽

減
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、同
じ

世
帯
の
ほ
か
の
国
保
加
入
者

の
所
得
は
通
常
の
額
と
し
て

計
算
し
ま
す
。

■  

軽
減
期
間
／
離
職
し
た
翌
日

の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

■  

必
要
書
類
な
ど

• 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

• 

印
鑑

■  

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班
、各
支
所
市
民

生
活
課

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
保
税
の
負
担
軽
減

お
知
ら
せ
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平
成
30
年
度
に
赤
磐
市
立
小
・

中
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん

が
い
る
ご
家
庭
に
は
、
１
月
下

旬
に
教
育
委
員
会
か
ら
「
入
学

(

就
学)

通
知
書
」
を
お
届
け
し

ま
す
。通
知
書
に
指
定
し
て
あ
る

学
校
へ
入
学
と
な
り
ま
す
。た
だ

し
、次
の
場
合
は
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

• 

通
知
書
が
１
月
末
日
ま
で
に

届
か
な
い（
通
知
書
は
市
内
に

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と

届
き
ま
せ
ん
）

• 

通
知
書
の
内
容
に
誤
り
が
あ
る

• 

国
立
・
県
立
・
私
立
の
学
校
へ

就
学
す
る（
こ
の
場
合
も
必
ず

教
育
委
員
会
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
）

• 

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後
に
、

転
出
ま
た
は
転
居
す
る

　
ま
た
、
特
別
な
事
情
で
、
指
定

さ
れ
た
学
校
へ
の
就
学
が
困
難

な
と
き
は
、お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、就
学
指
定
校
変
更
に
つ

い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課

　
市
内
で
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、安
全
で
安
心
な
子

ど
も
た
ち
の
活
動
拠
点
（
居
場

所
）
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
開

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
赤

坂
東
軽
部
子
ど
も
教
室
」、「
吉
井

子
ど
も
教
室
」、「
ノ
ビ
ノ
ビ
教

室
」、「
山
陽
子
ど
も
ア
イ
ラ
ン

ド
」、「
仁
美
子
ど
も
教
室
」
の
５

教
室
が
あ
り
ま
す
。学
校
や
公
民

館
な
ど
を
活
用
し
、算
数
教
室
や

地
域
の
自
然
を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
や
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
参
加
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、多
様
な
体
験
活
動
や

交
流
活
動
で
、他
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
や
感
謝
の
気
持
ち
を
学

び
、
身
体
的
、
精
神
的
に
成
長
す

る
と
と
も
に
、自
己
肯
定
感
を
育

ん
で
い
ま
す
。今
後
も
子
ど
も
の

健
や
か
で
た
く
ま
し
い
成
長
の

た
め
に
、放
課
後
子
ど
も
教
室
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

小・中
学
校
へ
の
就
学

地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

情報ボックス
INFORMATION BOX   

　放課後児童クラブは就労などにより昼間に保護者がいない家庭の子ども
たちを預かり、放課後の居場所を提供しています。さまざまな学年の友達や
指導員と一緒に遊びを通じて充実した放課後を過ごしています。
　子どもたちの安全で楽しい放課後のため、また、保護者が安心して就労
するため放課後児童クラブをご活用ください。
●対象／昼間に保護者が不在となる小学校児童
●開所時間・利用料金など／クラブにより異なりますので、詳しくは各クラブまでお問い合わせください。

放課後児童クラブのご案内

クラブ名 問い合わせ先／備考
サンサンキッズ（山陽西小学校内） ☎955-4233　★入所説明会…2月2日㈮
山陽いろは児童センター（山陽いろは保育園内） ☎955-0355
こくぶんじのびのびクラブ（山陽国分寺保育園向かい） ☎086-229-2727
さんこう児童クラブ（さんこう保育園内） ☎955-3517
アンドロメダクラブ、スバルクラブ、カシオペアクラブ、
オリオンクラブ（あすなろ保育園内） ☎955-7000　★入所説明会…2月1日㈭

いろは児童センター（清風いろは保育園内） ☎955-3131
桜が丘児童センター（桜が丘地域保育センター内） ☎955-5161

新こめっこクラブ（石相小学校内） ☎957-9233　★入所説明会…2月中旬
　　　　　　　  （石相・軽部・笹岡小学校に就学の児童が対象）

とよたキッズクラブ（豊田小学校内） ☎995-9978　★入所説明会…2月9日㈮
いわっ子クラブ（磐梨小学校内） ☎995-3313　★入所説明会…2月2日㈮
くまっこクラブ（桜が丘小学校内） ☎995-2474　★入所説明会…2月9日㈮
たいようクラブ、ぎんがクラブ（さくらが丘保育園内） ☎958-5553　★入所説明会…2月2日㈮
城南ふれあいクラブ（吉井子育て支援センター内） ☎954-0721（または 周匝保育園 ☎954-1133）
仁美ふれあいクラブ（仁美保育園内） ☎958-2255
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

●絵本はともだち　毎週水曜日�午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日�午前10時30分～11時
●お正月だよ！ ボランティアおはなしかいスペシャル　13日㈯�午後2時～3時
●きらり☆しあたーこども版上映会「バッグス・バニー」　20日㈯�午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　21日㈰�午後2時～2時30分

●ブックんのおはなしかい　6日㈯�午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　10日㈬・24日㈬�午前11時～11時20分
●ブックんのおはなしかい特別版　13日㈯�午前10時30分～11時30分

●おはなしのおへや　20日㈯�午前11時～11時30分

●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　7日㈰�午後2時～4時
●おはなし会　13日㈯�午前10時30分～11時

●初日の出を迎える会　1日㈪�午前6時～8時
●無料観望会　6日㈯�午後6時～9時
　※曇天など観測できない場合は中止します。

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内1E V E N T  G U I D E  O N  J A N U A R Y

　
市
で
は
、野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
防
護

柵
の
設
置
に
対
し
て
、資
材
の
購

入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。申
請

に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
区
長
を

通
じ
て
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。設
置
を
お
考
え
の
場

合
、設
置
す
る
前
に
区
長
に
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野

生
鳥
獣
は
、一
度
農
作
物
の
味
を

覚
え
て
し
ま
う
と
、何
度
も
そ
の

農
地
に
来
て
農
作
物
を
荒
ら
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
う
な
る
前

に
、防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
対
策

を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
農
林

課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

■ 

日
時
／
１
月
14
日
㈰

　

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
…
午
後
０
時
30
分
〜
）

■ 

場
所
／
岡
山
市
民
会
館

■ 

内
容
／
講
演
①「
こ
こ
ま
で
進
ん

だ
脳
卒
中
急
性
期
治
療
」、講
演
②

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
？
」、講
演
③
「
脳
卒
中
に
な

っ
て
も
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い

く
た
め
の
こ
つ
」、
栄
養
・
医
療
・

歯
科
相
談
ブ
ー
ス
設
置

■ 

定
員
／
５
０
０
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
不
要

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
備
前
保
健
所

　
☎
０
８
６（
２
７
２
）３
９
５
０

■
開
催
日
・
内
容

① 

１
月
16
日
㈫「
認
知
機
能
の
低

下
を
予
防
す
る
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
５
つ
の
こ
と
」

• 

講
師
…
時
田
春
樹
さ
ん（
川
崎

医
療
福
祉
大
学 

感
覚
矯
正
学

科  

講
師
）　

② 

１
月
23
日
㈫「
脳
チ
ェ
ッ
ク
＆

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
認
知
症
を

Ｎ
ｏ
！
」

• 

講
師
…
早
田
剛
さ
ん（
環
太
平

洋
大
学 

体
育
学
科 

准
教
授
）

■ 

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■ 

場
所
／
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
☎（
９
５
５
）３
７
３
２

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
健
全
育
成
の
一
層

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
と
教
育
委
員
会
で
は
「
子

ど
も
は
赤
磐
の
宝
」
を
合
言
葉

に
青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
２
月
３
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階 

大

集
会
室

■ 

内
容

• 

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作

文
の
表
彰
と
発
表

•
弁
論
発
表

•
記
念
講
演

　

 

演
題
「
元
プ
ロ
野
球
選
手
が
語
る

家
庭
や
地
域
で
大
人
が
子
ど
も
た

ち
に
何
を
教
え
る
か
」

　
講
師
…
福
嶋
久
晃
さ
ん

■ 

対
象
／
一
般
、青
少
年
健
全
育

成
関
係
者

■ 

参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

防
護
柵
設
置
補
助
金

も
も
脳
ネ
ッ
ト
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
脳
卒
中
の
講
演
会
～

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
講
座

赤
磐
市
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会

広報あかいわ（平成30年1月号）13



情報ボックス／ザ・コラム
 INFORMATION BOX / The Colmn

●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
45
回 

］ 

く
ら
し
安
全
課

　

４
月
１
日
に
開
設
し
た
「
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
日

と
開
設
時
間
を
、
さ
ら
に

市
民
が
相
談
し
や
す
い
相

談
窓
口
と
す
る
た
め
拡
大

し
ま
す
。

　

よ
り
一
層
、
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
迅
速
な
対
応
お
よ
び
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
」「
悪
質
商
法
の
被

害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
」「
契
約
内
容
に
納
得
で
き
な

い
」
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

ら
、
一
人
で
判
断
せ
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■ 

開
設
日
時
／
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■ 

場
所
／
本
庁
２
階

■ 

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

※�

相
談
は
無
料
、
来
所
ま
た
は
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

開
設
日
時
を
拡
大
し
ま
す
!!

防災行政無線の
放 送 内 容 の
再取得について

　防災行政無線は、防災情報、緊急
情報（避難勧告、指示など）および行
政情報を市内全域に設置した放送塔
や戸別受信機で放送します。

◎�放送内容は「自動応答装置」より電
話で聞き直すことができます。電話
番号は、955-1390です。

　（火災情報テレホンガイドは、
　☎956-0119です）

※ 通話料がかかります。
※ 地区が放送した内容は
　聞き直すことができません。
※ 最新の内容から再生されます。
※ つながりにくいときは、しばらく
　経ってからお掛け直しください。

●問い合わせ先／本庁くらし安全課

　
今
年
度
、応
募
の
あ
っ
た
人
権

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
や
人
権
作

文
な
ど
の
人
権
啓
発
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

日
時
／
１
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、１
月

30
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
29
日
は
休
館
日
）

■ 

場
所
／
中
央
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
協
働

推
進
課

　

１
１
０
番
は
市
民
の
皆
さ
ん

と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

と
し
て
事
件
や
事
故
な
ど
の
早

期
解
決
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

事
件
や
事
故
に
遭
っ
て
お
困

り
の
と
き
や
、目
撃
し
た
と
き
に

は
、
一
刻
も
早
い
「
１
１
０
番
」

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

平
成
30
年
度
岡
山
県
警
察
１
１
０
番

統
一
標
語
…「
晴
れ
の
国 

守
る
あ
な

た
の
１
１
０
番
」

■ 
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
警
察
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
１
１
０

人
権
啓
発
作
品
展
の
開
催

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

■  

第
４
回
策
定
委
員
会

　

11
月
22
日
に
開
催
し
た
会
議

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

• 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・介
護

保
健
事
業
計
画
素
案
に
つ
い
て

•
第
７
期
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

■  

第
５
回
策
定
委
員
会

• 

日
時
…
１
月
31
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜

• 

場
所
…
市
役
所
２
階
大
会
議
室

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
介
護

保
険
課

赤
磐
市
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

◎教育委員会スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

ス
ズ
キ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
１
７ 

第
34
回
全
日
本

総
合
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
選
手
権
大
会（
東
京
都
）

◦
石
田　

美
穂

　
（
河
田
原
）

東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８（
東
京
都
）

〈
準
エ
リ
ー
ト
（
提
携
大
会
に
よ
る
推
薦
）〉

◦
遠
藤　

潤
一

　
（
桜
が
丘
西
９
）

　
第
30
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

駅
伝
競
走
大
会（
滋
賀
県
）

◦
森
本　

美
穂

　
（
桜
が
丘
西
９
）

第
36
回
全
日
本
女
子
学
生

剣
道
優
勝
大
会（
愛
知
県
）

◦
日
本
体
育
大
学
４
年

　

髙
馬　

涼
子
（
惣
分
）

第
18
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗

11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会（
福
井
県
）

〈
男
子
〉

◦
高
陽
中
学
校　

　

大
森
一
輝
、
志
茂
遼
真

◦
磐
梨
中
学
校

　

川
井
慶
仁
、
西
澤
琢
登
、
山
口

和
希
、
蟻
正
哲
太
、
森
元
理
稀

〈
女
子
〉

◦
磐
梨
中
学
校

　

中
山
涼
花
、
上
月
彩
寧
、
岩
井

麻
衣
、
小
野
田
恋
子
、
行
本
愛

悠
、
越
智
仁
美
、
小
林
花
梨
、

荒
島
愛
子

第
13
回
赤
磐
市
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日
／
11
月
11
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
チ
ー
ム
／
29
チ
ー
ム

〈
２
年
生
以
下
の
部
〉

◦
優　

勝
…
ホ
ワ
イ
ト
ド
ラ
ゴ
ン

◦
準
優
勝
…
ス
ー
パ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ

〈
４
年
生
以
下
の
部
〉

◦
優　

勝
…
サ
ン
ダ
ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー

◦
準
優
勝
…
ヤ
キ
ニ
ク
ボ
ー
イ
ズ

〈
６
年
生
以
下
の
部
〉

◦
優　

勝
…
山
陽
西
ガ
ッ
ツ

◦
準
優
勝
…
さ
い
き
ょ
う
タ
イ
ガ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

　

寒
さ
に
負
け
ず
、
家
族
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

■
日
時
／
２
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
家
族

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物

■
申
込
方
法
／
参
加
申
込
書
を
直
接

申
し
込
み
先
へ
提
出
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
申
込
期
限
／
１
月
31
日
㈬

■
主
催
／
赤
磐
市
教
育
委
員
会
、

赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）０
７
３
８

　

FAX（
９
５
５
）６
０
６
０

あ
か
い
わ
ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

　

希
望
者
に
は
、
初
心
者
対
象
の

教
室
も
開
催
す
る
の
で
、
初
心
者

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
17
日
㈯

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

■ 

場
所
／
恩
原
方
面
（
雪
の
具
合

で
場
所
の
変
更
あ
り
）　

■ 

集
合
場
所
／
市
役
所
赤
坂
支
所

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員
／
70
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
中
学
生
以
上
…
３
５

０
０
円
、
小
学
生
…
３
千
円

※
ス
キ
ー
場
で
の
昼
食
・
リ
フ
ト
代
・

貸
ス
キ
ー
代
は
個
人
負
担

■ 

申
込
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
年
齢
（
学
年
）
・
性
別
・
レ

ン
タ
ル
の
有
無
（
レ
ン
タ
ル
が
必
要

な
場
合
は
、
身
長
・
靴
サ
イ
ズ
・
ウ

ェ
ア
サ
イ
ズ
）
・
教
室
へ
の
参
加
の

有
無
を
申
し
込
み
先
に
メ
ー
ル
送
信

■
申
込
期
限
／
１
月
31
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
ス
キ
ー
協
会

　

akaiw
a.ski@

gm
ail.com

※�

受
付
後
、
返
信
し
ま
す
の
で
、
こ
の

ア
ド
レ
ス
か
ら
メ
ー
ル
が
受
信
で
き

る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

全
国
大
会
出
場

募　
集

結　
果

スポーツの話題
SPORTS TOPICS

●1月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋内プール
アリーナ

ほか
屋 内
プール10:00

▼
20:30

13:00
▼
20:30

10:00
▼
16:30

1月 休館日 休館日

３
月
31
日
ま
で
休
み
ま
す
。

2火 休館日 休館日
3水 休館日 休館日
4木 休館日 休館日
5金 ○ 休館日
6土 ○ ○
7日 ○ ○
8月 ○ ○
9火 休館日 休館日

10 水 ○ ○
11 木 ○ ○
12 金 ○ ○
13 土 ○ ○
14 日 ○ ○
15 月 休館日 休館日
16 火 ○ ○
17 水 ○ ○
18 木 ○ ○
19 金 ○ ○
20 土 ○ ○
21 日 ○ ○
22 月 休館日 休館日
23 火 ○ ○
24 水 ○ ○
25 木 ○ ○
26 金 ○ ○
27 土 ○ ○
28 日 ○ ○
29 月 休館日 休館日
30 火 ○ ○
31 水 ○ ○
○屋内プール一般開放

開館時間と利用料金
●山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日�午後5時）
　［プール］�高校生以上400円
　 中学生以下200円
　�※�市内在住で65歳以上の人、障害者手帳、療育手

帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人
は利用料が半額になります。受付へ証明書を提示
してください。

　［トレーニングルーム］�300円
　�※�トレーニングルームのご利用は高校生以上で初

心者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時
間内でいつでも受講できます。

●吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時
　（日曜日・祝日�午後5時）
　［トレーニングルーム］�200円
　�※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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スポーツの話題
 SPORTS TOPICS

山陽ふれあい公園では、たくさんの運動教室を開催しています。1月から3月までの教室で１回ずつの参加も可能なクラスもあります。
皆さん、お気軽にお問い合わせください。教室の参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です（先着順）。

◎問い合わせ・申し込み先…山陽ふれあい公園 ☎955-4432／吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎954-2323
　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 〜 1月から参加できる運動教室 参加者募集 〜

●子ども向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

ダンス教室（５歳～小３） 火 16:30 ～ 17:30 15人 ５歳から小学３年生まで。楽しくからだを動かします。
ダンス教室（小3～小６） 火 17:45 ～ 18:45 15人 小学3年生から小学6年生まで。音楽に合わせてみんなと楽しく踊ります。
ダンス教室（５歳～小３） 木 16:30 ～ 17:30 15人 ５歳から小学３年生まで。楽しくからだを動かします。
子どもリトミックベビー（0～1.5歳） 金 10:00 ～ 10:45 10人

音楽を楽しみながら、情操、音感、生活習慣を身に着ける音楽教育法です。
子どもリトミック（1.5歳～3歳） 金 11:00 ～ 11:45 10人

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇健康づくり教室
元気はつらつトレーニング 木 11:00 ～ 12:00 15人 楽しく、無理なく運動して、健康で長生きできるからだを目指します。
◇無理なく続けられる教室
ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10 ～ 9:55 15人

呼吸を意識して姿勢改善しからだのゆがみを矯正。
ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05 ～ 10:50 15人
脂肪燃焼エクササイズ 火 11:10 ～ 12:00 15人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪を燃焼させます。
総合太極拳 火 14:00 ～ 15:00 10人 太極拳の動きに慣れた人におすすめのクラスです。
太極拳 火 15:10�～�16:10 15人 太極拳の型を重視し筋力の柔軟性、身体バランスを養います。
ボディパンプ 火 19:30 ～ 20:30 20人 楽しく筋トレ。シェイプアップや骨粗しょう症の予防にも。
わくわくエアロ 水 10:15 ～ 10:55 15人 音楽に合わせて無理なくからだを動かします。
やさしい筋調整ヨガ 水 11:00 ～ 12:00 15人 柔軟性・筋力を高め、強くしなやかなバランスのよい身体に導きます。
ヨガ（エクササイズ） 水 13:45 ～ 14:45 15人 体幹を引き締める効果もある教室です。
ストレッチ 木 9:15 ～ 9:45 15人 無理なくからだを動かし、リラックス＆柔軟性アップ。
はじめてエアロ 木 10:00 ～ 10:40 15人 簡単なステップを中心にからだを動かします。
太極拳　入門 木 14:15 ～ 15:15 10人 太極拳を始めてみたい人におすすめのクラスです。
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45 ～ 19:45 15人 リラックスしながらヨガを楽しむクラスです。
ヨガ瞑想 土 9:15 ～ 10:15 15人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。
◇プールでからだを動かす教室
はじめて背泳ぎ 火 14:30 ～ 15:00 10人 背泳ぎをマスターしたい人におすすめです。
お試し３種 水 10:15 ～ 10:45 10人 クロール以外の泳法をマスターしたい人に。種目ごとにお申し込みできます。
クロール中級 水 10:50 ～ 11:30 10人 クロールをより長く、２５㍍以上泳げる人に
アクアウォーキング 水 13:15 ～ 13:45 15人 プールの中で楽しく、安全に歩きます。
はじめてクロール 水 14:30 ～ 15:00 10人 クロールをマスターしたい人におすすめです。
アクアウォーキング 木 13:15 ～ 13:45 15人 膝・腰に不安がある人でも安心。
スイム中級 木 19:00 ～ 19:40 10人 クロール・背泳ぎ・平泳ぎを中心にレッスンをします。
アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 泳ぎが苦手な人でもプールの中で音楽に合わせて楽しく動けます。

※教室の日程、内容などは都合により変更することがあります。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、さまざまな教室を開催しています。初めてでも気軽に参加できます。
自然あふれる吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターで、一緒に楽しく体を動かしませんか。お気軽にお問い合わせください。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 〜スポーツ教室 参加者募集〜

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

ヨガ 木 20:00 ～ 20:50 20人 ヨガの正しいポーズや呼吸で、身体の調整を図ります。
ズンバ 金 19:30 ～ 20:10 20人 ラテンの音楽に合わせダンスするエクササイズです。
Ｂ.コンディション 金 20:10 ～ 20:50 20人 身体のコンディションを整え、柔軟性、引き締め効果のあるストレッチです。
太極拳 第2・4火 19:30 ～ 20:50 20人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。
ノルディックウォーク 第1・3木 10:20 ～ 11:00 20人 ポールを使った歩行運動。効果的な有酸素運動ができます。

�　※教室の日程、内容などは都合により変更することがあります。
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図書館通信
LIBRARY NEWS

●利用案内
♢開館時間…中央図書館 ： 午前10時～午後6時（木曜日は午前10時～午後8時）
　　　　　　赤坂・熊山・吉井図書館 ： 午前10時～午後6時
♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月、サマータイム期間を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～1月4日）／特別整理期間（蔵書点検）

★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

■1月の休館日

赤磐市内全図書館休館日

●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

＜ 中央図書館Facebookページ　https://www.facebook.com/赤磐市立中央図書館-294845317543372/ ＞

きらり☆しあたー こども版映画上映会

『 バッグス・バニー』（60分）
　イタズラうさぎのバッグス・バニーが大暴れ!!�「イタ
ズラなウサギ」「カメ�ウサギに勝つ」など、バッグス・
バニーの楽しいお話全8話を上映。
■日時／１月20日㈯�午後2時～
■場所／中央図書館�多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

図書館知っトク講座☆④ 〈要申込〉

　中央図書館では、赤磐市内の関係機関と連携し
て、いろいろな分野の専門性を生かした講座を行っ
ています。今回は、本庁くらし安全課と講座を企画
しました。ぜひご参加ください。

『 命を救うご近所のちから
　～あなたはどう判断し、どう行動しますか～』
　災害はいつ、どこで起こるかわかりません。早め
早めの防災・減災行動が命を守り、被害を少なくする
と言われています。
　この講座は災害時のイメージを膨らませ、自分が
主体となって刻々と経過していく時間を追いなが
ら、その時々で何をすべきか、何を備えるべきかを
考えるという点が特徴です。手や口を動かし、周りの
人と話をしながら進めていくため、災害前の事前の
備えとしてどなたにも役に立つものです（グループ
ワーク形式で行います）。
　ぜひこの機会に防災について考えてみませんか。
■日時／２月３日㈯�午前１０時～１２時
■場所／中央図書館�多目的ホール
■講師／ 坂本�京子さん（気象予報士、防災士、山口

大学大学院創成科学研究科�技術補佐員）
■対象／一般　　■定員／５０人（先着順）
■参加費／無料
■申し込み先／中央図書館（電話可）
※１月９日㈫午前１０時から申し込み受付開始

ブックんのおはなしかい特別版

■日時／１月１３日㈯�午前１０時３０分～１１時３０分
■場所／赤坂健康管理センター�多目的ホール
■対象／幼児～一般
■出演／丹原�恒子さん（つんちゃん劇場）
■内容／ 人形劇『びんぼうがみとふくのかみ』、大型

紙芝居など
■参加費／無料　　■申し込み／不要

お正月だよ！ ボランティアおはなしかいスペシャル

　図書館ボランティアの協力により、毎月第１、第２
日曜日に開かれている「おはなしかい」。１月はいつ
もより時間を長くして、多目的ホールで「スペシャル
おはなしかい」を開催します。「絵本読み聞かせの
会ぐりとぐら」のみなさんによる、絵本の読み聞かせ
や、パネルシアター・カルタなど盛りだくさんの内容
です。ぜひご家族で一緒に楽しみましょう！
■日時／１月１３日㈯�午後2時～3時
■場所／中央図書館�多目的ホール
■対象／幼児～児童とその保護者
■出演／「絵本読み聞かせの会ぐりとぐら」の皆さん
■参加費／無料　　■申し込み／不要

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
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〜年末年始休館のお知らせ〜
　市内全館とも12月28日から
　１月４日まで休館します。
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そば打ち教室
初心者も大歓迎！�そば打ちに挑戦しましょう！
■日時／１月２７日㈯�午前１０時～午後１時
■講師／数原�健功さん
■対象／一般　　■定員／１６人
■参加費／１，０００円
■  持ち物／エプロン、三角巾、タオル
■申込開始日／１月５日㈮

相続・遺言・成年後見制度（初級）を学ぶ
「なんだか難しい話！？」と、避けて通りがちですが、長
年にわたり築き上げた財産をどのように維持し、いか
にスムーズに次の世代に引き継いでいくか。元気な
今、大切な問題として学んでいきましょう。
■日時／１月２２日㈪�午後１時半～午後３時
■ 講師／那須�信宏さん（１級ファイナンシャル・プラン
ニング技能士）

■対象／一般　　■定員／３０人
■参加費／無料　　■  持ち物／筆記用具
■申込開始日／１月５日㈮
　

ドキドキ講座「自然観察会」～カモ類を見つけよう～
日古木大池周辺でカモ類を見つけて観察しよう！
■日時／１月１３日㈯�午前９時～１１時
■集合場所／日古木大池
■対象／幼児・小学生（保護者同伴）～一般
■参加費／無料
■  持ち物／防寒着、双眼鏡（あれば）
■申込開始日／１月５日㈮
�

初日の出を迎える会
新年を天文台で迎えませんか。一緒にご来光を見ましょ
う。ご来光は午前７時１２分ごろです（気象条件により１～
３分程前後することがあります）。お楽しみ抽選会もあ
りますのでご参加ください。
午前６時、日の出前の東の空に明るい木星と赤い火星が
並んで光っています。また、２０１８年は夏休みに火星が
大接近するのでとてもよく見えます。お楽しみに。
■日時／１月１日㈪�午前６時～８時
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■参加費／無料
■  持ち物／防寒具　　■申し込み／不要

無料観望会（竜天天文台）
冬の天の川、星が生まれつつある星雲、生まれたばか
りの星の集まり「すばる」、などを見ることができま
す。空の状況によってはM78星雲にもチャレンジ。
■日時／１月６日㈯�午後６時～９時
※曇天など、観測できない場合は中止
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■参加費／無料
■  持ち物／防寒具　　■申し込み／不要

天文教室（竜天天文台）
１月３１日㈬の夜に見られる皆既月食のお話をします。
晴れていれば、天文台の望遠鏡で青空に輝く夏の一等
星を観察しましょう。今回の天文教室は昼間に行いま
すのでご注意ください。
■日時／１月２１日㈰�午後２時～３時３０分
■場所／竜天天文台公園
■対象／小学３年生～一般　　■定員／２０人程度
■参加費／１００円　　■  持ち物／筆記用具
■申し込み／受付中

皆既月食無料観望会（竜天天文台）
月が十円玉のような赤

しゃくどう

銅色になる、皆既月食をいっ
しょに観察しましょう。なお、天候による路面状況の変
化や疲労運転回避のため、イベント中は仮眠室を無料
開放します。（出入り自由）

■日時／1月31日㈬午後6時～2月1日㈭午前9時
※曇天決行、天候判断は午後６時にします。
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■参加費／無料
■  持ち物／防寒具、飲食物（売店や自販機はありません）
■申し込み／不要

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777） ●吉井公民館 （周匝１３６-１／☎９５４-１３７９）

●熊山公民館 （松木６２３／☎９９５-１３６０）

■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 （町苅田５０７／☎９５７-２２１１）
○笹岡公民館 （坂辺９／☎９５７-２２１４）

●吉井公民館 （周匝１３６-１／☎９５４-１３７９）
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公民館講座のご案内
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中央公民館グループ体験講座 「着付教室 葵の会」
■日時／１月２９日㈪�午前１０時～１２時
■講師／西原�富美子さん
■対象／女性　　■定員／１０人
■参加費／無料
■  持ち物／着物、帯、長襦袢、小物（腰ひも４～５本、伊
達締め２本、コーリンベルト１本、前板、枕、帯揚、帯
締め、肌着、足袋、タオル３枚）

■申込開始日／１月５日㈮

1月思い出作り教室～元気に友達と遊ぼう～
あいさつ、はきものはくつ箱に、遊んだ後は片付けて、
一人ひとりが守って楽しい思い出を作りましょう！
■日時／1月5日㈮～31日㈬�午後４時～５時
　　　　※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

思い出作りアート教室
牛乳パックで作ろう！ ずっと使えるカレンダー
■日時／１月２０日㈯�午前１０～正午
■対象／小学生～一般　　■定員／１０人
■参加費／２００円
■申込開始日／１月５日㈮

お菓子作り教室
バレンタインの前にチョコレートケーキ作りを体験し
ませんか。
■日時／２月３日㈯�午前９時～午後１時
■講師／阿部�千枝子さん
■対象／一般
■定員／１２人
■参加費／５００円
■申込開始日／１月１５日㈪

茶道を楽しむ教室（初釜）
気軽に参加できる立札席（椅子に腰かける席）を準備
していますので、膝に不安がある人でも茶道を楽しむ
ことができます。
■日時／１月２０日㈯�午後１時～午後３時
■講師／森末�楔子さん
■対象／一般　　■定員／３０人
■参加費／３００円
■申込開始日／１月５日㈮

和菓子作り
日本古来の上品な和菓子を手作りで楽しみましょう。
■ 日時／１月２６日㈮�午後７時～９時
■内容／よもぎ大福、和三盆焼き、上生菓子（梅）
■講師／宮内�孝和さん（和菓子職人）
■対象／一般　　■定員／４０人
■参加費／１，０００円
■  持ち物／エプロン、三角巾、ふきん、持ち帰り用容器
■申込開始日／１月５日㈮

ハーバリウム教室
今大人気のハーバリウムを作って癒されませんか？
■ 日時／１月２７日㈯�午後２時～３時３０分
■講師／歳森�由紀子さん
■対象／一般　　■定員／１５人
■参加費／１，０００円
■  持ち物／ハサミ、菜箸（あれば）
■申込開始日／１月５日㈮

ものづくりワークショップ（シーズンⅣ）
第４回「ヒンメリ（吊るしてゆれるモビール）を作ろう」
フィンランドの伝統装飾ヒンメリを作りましょう！
■日時／２月４日㈰�午後１時３０分～４時
■講師／加藤�喜代美さん　　■対象／一般
■定員／15人　　■参加費／５００円
■  持ち物／よく切れるハサミ、ものさし、持ち帰り用のマチの広い紙袋
■申込開始日／１月５日㈮

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

グ ル ー プ 活 動 を 始 め て み ま せ ん か ?

公民館グループ登録説明会
　「公民館グループ」とは、公民館で定期的な学習活動
を実施するグループです。
　平成30年度の公民館登録グループ説明会を下記の
日程で開催します。これからグループで始めてみよう
という皆さん、ぜひご参加をお待ちしています。
　また、現在登録を受けているグループも、毎年の更
新が必要です。
■登録できる公民館グループとは
◦代表者が市内在住者で、グループの半数以上の会員
が市内在住・在勤・在学者であり、１０人以上の実動で
きる会員がいるグループ。

◦年間を通じて定期的に活動できることが必要。
■各公民館の説明会日程
◦中央公民館／１月26日㈮�午前１０時～正午
◦高月公民館／１月26日㈮�午前１０時～正午
◦西山公民館／１月27日㈯�午後１時３０分～３時
◦山陽公民館／１月27日㈯�午後１時３０分～2時30分
◦熊山公民館／1月31日㈬�午前１０時～１１時３０分
◦赤坂公民館／２月 1日㈭�午後１時３０分～３時
◦吉井公民館／２月 6日㈫�午前１０時～１１時３０分

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）
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●赤磐市の人口 （平成29年12月1日現在）

人 　 口 44,455 人 （ －23 ）
男 　 性 21,342 人 （ － 3 ）
女 　 性 23,113 人 （ －20 ）
世 帯 数 18,202 世帯 （ ＋ 4 ）

　※（　）は11月1日との差

●平成29年11月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成29年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（5）
0

（0）
1

（2）
0

（5）
1

（12）
15

（89）
55

（624）
16

（175）
20

（145）
106

（1033）

東出
張所

1

（3）
0

（0）
0

（0）
0

（3）
1

（6）
3

（38）
20

（226）
6

（73）
7

（56）
36

（393）

北出
張所

0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
0

（1）
2

（29）
20

（167）
6

（56）
7

（22）
35

（274）

計 1
（8）

0
（0）

1
（2）

0
（9）

2
（19）

20
（156）

95
（1017）

28
（304）

34
（223）

177
（1700）

●平成29年11月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

29年11月中 91 13 2 1 12 78 
28年11月中 100 14 0 2 14 86 
増        減 -9 -1 2 -1 -2 -8 

29年11月末 945 111 2 7 119 834 
28年11月末 1,029 172 0 9 199 857 
増        減 -84 -61 2 -2 -80 -23 
●今月の交通標語 『 あおだけど  くるまがこないか  みてからわたる 』

気付いてよ
心の中の 赤信号

今月の人権啓発標語

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０−１
い い わ

１８−
聞いて

３
み よ う よ

８４

あかいわ健康・急病
相談ダイヤル

■相談例
・病院に行くか、様子を見るか悩んでいる。
・発熱したため受診はしたが、夜になっても熱が下がらない。
■ 経験豊富な相談スタッフが健康に関する相談に、
　24時間年中無休で、きめ細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになっています

ので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通知設

定の電話、公衆電話からの相談は受けることが
できませんのでご注意ください。

■この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●1月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

1日㈪ あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

粟井内科医院 ☎086-953-0617

2日㈫ 赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

うえおか内科医院 ☎086-952-5665

3日㈬ うえの内科小児科医院 ☎956-0505

マスカット整形外科 ☎086-229-2611

7日㈰ 山陽クリニック ☎955-7111

ひらた整形外科 ☎956-0700

8日㈪ 戸川クリニック ☎957-3057

那須眼科 ☎955-8980

14日㈰ 梶原内科医院 ☎955-3750

ますだ眼科クリニック ☎958-5558

21日㈰ 佐伯北診療所 ☎954-2032

山本クリニック ☎955-8868

28日㈰ 小坂内科医院 ☎955-3344

吉井医院 ☎955-5515

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については12月1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
　<問い合わせ先> 本庁健康増進課 ☎955-1117

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～金曜日（祝休日を除く）
9:00～16:00

本庁2階
消費生活センター

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

1月5日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

1月10日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

1月11日㈭
13：00～15：00

仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課
☎954-1183

相談ダイヤルを利用した皆さんの感想をぜひお聞かせください。
本庁総合案内、山陽保健センターおよび各支所健康福祉課の窓口
に用紙を置いています。ご協力をお願いします。

感 想 募 集 中 !!

●1月31日 納期限の税など
国 民 健 康 保 険 税 8期
介 護 保 険 料 8期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 7期

※期限内に納めましょう。
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●1月の健診・定期救急講習など
1 月 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

2 火 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

3 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

4 木 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

5 金

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月 ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

9 火

10 水
⃝2歳6か月児歯科健診

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 

11 木

12 金 ★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ⃝健康相談（山陽保健センター） 受付13：30～14：30

㊡山陽郷土資料館

16 火 ⃝1歳6か月児健診

17 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

18 木

19 金

20 土  ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日

22 月 ㊡山陽郷土資料館

23 火 ⃝3歳児健診 

24 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

25 木 ⃝育児相談（吉井保健センター）
★交通安全日

26 金 ⃝育児相談（山陽保健センター）

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防本部会議室） 9：00～12：00

29 月 ㊡山陽郷土資料館

30 火 ⃝乳児健診
★交通事故・交通違反ゼロの日

31 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

●乳幼児健診・育児相談の日程
<乳幼児健診＞
　 持ち物は対象者に送付する「健診のご案内」をご確認ください。
　▶場所…山陽保健センター ▶受付時間…12：45～13：15

健診・受診日 対象者

☆乳児健診
1月30日㈫ 平成29年9月生まれ

☆1歳6か月児健診
1月16日㈫ 平成28年6月生まれ

☆2歳6か月児歯科健診
1月10日㈬

平成27年7月7日
～7月28日生まれ

☆3歳児健診
1月23日㈫ 平成26年7月生まれ

<育児相談＞
　母子健康手帳をご持参ください。

相談日・受付時間・場所 対象者

1月26日㈮
9：45～10：30

山陽保健センター

平成29年3月生まれ・
平成29年6月生まれ
および希望者

1月25日㈭
9：30～9：45

吉井保健センター

平成29年2月生まれ～
平成29年7月生まれ
および希望者

■次の健診日程のお知らせ
・乳児健診………………2月27日㈫、3月13日㈫
・1歳6か月児健診………2月6日㈫、3月6日㈫
・2歳6か月児歯科健診…2月14日㈬、3月7日㈬
・3 歳 児 健 診……………2月20日㈫、3月2日㈮
・育児相談（山陽保健センター）…2月22日㈭、3月15日㈭

　平成29年度の健診日程・対象者などについては、
市ホームページや市内保育園、幼稚園、子育て支援
センターでご確認いただけます。
　また、平成29年度子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課および各支所健康福祉課にあります
ので、ご利用ください。

お子さんの成長を
一緒に確認する

大切な健診です。
ぜひ受けましょう♪
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人
事
行
政
の

運
営

赤
磐
市
の

■部門別職員数の状況 （各年4月1日現在）
区　分

部　門
職　　員　　数　（人） 対前年増減数（人）

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29

一　
般
　
行
　
政

議 会 5 5 5 5 6 1

総 務 93 90 91 93 92 △ 3 △ 3 1 2 △ 1
税 務 19 19 19 18 17 1 △ 1 △ 1
民 生 58 60 59 59 64 2 △ 1 5

衛 生 45 53 50 45 37 6 8 △ 3 △ 5 △ 8
農 林 水 産 23 22 24 23 22 △ 1 2 △ 1 △ 1
商 工 8 9 11 12 12 2 1 2 1

土 木 22 22 21 21 21 △ 3 △ 1
小 計 273 280 280 276 271 3 7 △ 4 △ 5

教 育 109 105 100 97 90 △ 5 △ 4 △ 5 △ 3 △ 7
消 防 84 81 81 82 79 2 △ 3 1 △ 3

公
営
企
業
等

病院・診療所 47 31 27 28 26 5 △ 16 △ 4 1 △ 2
水 道 10 8 8 8 8 1 △ 2
下 水 道 7 8 8 8 8 △ 1 1

そ の 他 25 28 28 28 29 △ 5 3 1

小 計 89 75 71 72 71 △ 14 △ 4 1 △ 1
合 計 555 541 532 527 511 △ 14 △ 9 △ 5 △ 16

※職員数には、教育長を含み（平成26年以前）、市長、副市長、臨時・非常勤職員および再任用短時間勤務職員を含みません。

■勤務時間の状況 （平成29年4月1日現在）
1週間の正規の勤務時間 1日の正規の勤務時間 勤務時間の開始時刻 勤務時間の終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 1時間
※職場により異なる場合があります。

■休暇などの取得状況�（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
年次有給休暇

（平均取得日数） 介 護 休 暇 育 児 休 業 部 分 休 業

8.4日 0人 31人 2人
※年次有給休暇は、暦年（平成28年）で集計しています。
※育児休業は、３歳に満たない子を養育するため、子が３歳に達する日までを限
度として、休業することができる制度であり、育児休業期間中は給与は支給さ
れません。

※部分休業は、小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため、１日の勤
務時間の一部（２時間以内）について勤務しないことができる制度であり、部
分休業期間中は給与は減額されます。

■職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

免　職 降　任 休　職 降　給 合　計
0人 0人 13人 0人 13人

　
②懲戒処分の状況（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
0人 0人 0人 0人 0人
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■ラスパイレス指数の状況 （各年4月1日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数です。

※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を単純平均したものです。

■一般行政職員の平均年齢、平均給料月額と
　平均給与月額の状況�（平成29年4月1日現在）

区分 平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

平均給与月額
（国ベース）

赤磐市 43.5歳 322,346円 382,658円 355,649円
国 43.6歳 330,531円 ― 410,719円

■職員の初任給の状況�（平成29年4月1日現在）
区　　分 赤磐市 国

一　般
行政職

大学卒 178,200円 178,200円
高校卒 146,100円 146,100円

技　能
労務職

高校卒 143,500円 ―
中学卒 131,700円 ―

90.0

95.0

100.0

赤磐市 類似団体平均 全国市平均

（H27）
95.9

（H28）
96.0

（H27）
97.0

（H28）
97.7

（H27）
98.7

（H28）
99.1

■人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成29年1月1日）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B／A）

〈参 考〉
平成27年度
の人件費率

平成28年度 44,599人 19,131,333千円 836,828千円 3,785,966千円 19.8％ 21.1％

■職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
（A）

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給与費

（B／A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

平成28年度 455人 1,654,052千円 299,000千円 646,422千円 2,599,474千円 5,713千円
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、平成28年4月1日現在の人数です。

■特別職の報酬等の状況�（平成29年4月1日現在）

区　分 給　料　月　額　等

給
　
　
料

市　長
副市長

890,000円 
700,000円 

報
　
　
酬

議　長
副議長
議　員

455,000円
380,000円
350,000円

期
　
末
　
手
　
当

市　長
副市長

（平成28年度支給割合） 2.95

（加算措置の状況） 25％+15％加算

議　長
副議長
議　員

（平成28年度支給割合） 3.35

（加算措置の状況） 15％加算

退
　
職
　
手
　
当

（算定方式） （支給時期）

市　長
退職前12カ月の

給料月額の平均額
× 500／100 × 年数

任期ごと

副市長
退職前12カ月の

給料月額の平均額
× 300／100 × 年数

任期ごと

●問い合わせ先／本庁総務課 ☎955-4782
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～
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
～

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
通
称
…

お
か
え
り
ネ
ッ
ト
あ
か
い
わ
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
は
？

　

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
力
や
判
断
力

が
低
下
し
、
道
を
間
違
え
た
り
自
分
の
家

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
…
お
か

え
り
ネ
ッ
ト
あ
か
い
わ
）
で
は
、
認
知
症

に
よ
り
日
常
的
に
徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る

人
の
情
報
を
事
前
登
録
し
、
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
、
警
察
な
ど
と
連
携
し
、
協

力
者
（
協
力
事
業
者
や
協
力
市
民
）
へ
行

方
不
明
情
報
を
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
で
配
信
す

る
こ
と
で
、
発
見
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、

早
期
発
見
・
保
護
を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。

〈
介
護
を
し
て
い
る
人
〉

★
事
前
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
の
名
前
や
特

徴
、
写
真
な
ど
の
情
報
を
事
前
に
登
録
し

て
お
く
こ
と
で
、
協
力
者
へ
必
要
な
情
報

を
迅
速
に
提
供
で
き
ま
す
。
事
前
登
録
者

に
は
市
の
登
録
番
号
の
入
っ
た
物
品（
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
お
よ
び
反
射
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を

交
付
し
ま
す
。
普
段
か
ら
身
に
付
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
や
行

方
不
明
時
の
目
印
に
な
り
ま
す
。

★
事
前
登
録
を
申
し
込
み
た
い
場
合
は
？

　

登
録
に
は
、
家
族
な
ど
の
事
前
届
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
市
民
の
皆
さ
ん
〉

★
協
力
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
場

合
、
届
出
に
よ
り
協
力
者
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
後
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
登
録
が
で
き
る
よ
う

改
良
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
協
力

者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
協
力
者
は
何
を
す
る
の
？

　

登
録
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、

事
前
登
録
さ
れ
た
行
方
不
明
者
の
情
報
を

市
か
ら
協
力
者
に
提
供
し
ま
す
。
協
力
者

は
、
本
人
を
目
撃
し
た
場
合
、
そ
の
情
報

を
警
察
へ
連
絡
し
ま
す
。
決
し
て
、
具
体

的
な
捜
索
活
動
を
依
頼
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
可
能
な
範
囲
で
の
協
力
や
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
５
）１
４
７
０

①連絡家族 ②連携

③行方不明情報の提供

赤磐警察署 市役所

行方不明
メールまたはＦＡＸで送信。
（送信時間：午前８時～午後７時）

協力市民・協力事業者など
より多くの目で早期発見を
目指します

④目撃情報の提供

「ＳＯＳネットワーク」の流れ
SOS

事前登録者には登録番号の入った
物品を交付し、早期発見に努めます。
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　２月17日、18日の２日間、山陽ふれあい
公園総合体育館でＶ・チャレンジリーグⅠ
女子バレーボールの公式戦が行われます。
岡山シーガルズのホームタウン赤磐市で７
チ ーム が 激 突 し ま す。 会 場 に 足 を 運 んで、
みんなで岡山シーガルズを応援しよう！

V・チャレンジリーグⅠ
女 子 バ レ ー ボ ー ル
赤 磐 大 会 開 催 !

＜大会スケジュール＞

2月17日㈯
11:00開始

第1試合 PFUブルーキャッツ vs JAぎふリオレーナ
第2試合 大野石油広島オイラーズ vs トヨタ自動車ヴァルキューレ
第3試合 岡山シーガルズ vs KUROBEアクアフェアリーズ

2月18日㈰
13:05開始

第1試合 岡山シーガルズ vs JAぎふリオレーナ
第2試合 PFUブルーキャッツ vs フォレストリーヴズ熊本

チケットの購入方法など、詳しくは下記のお問い合わせ先におたずねいただくか、岡山シーガルズ
のホームページをご覧ください。

●お問い合わせ先�：�Vリーグ岡山大会実行委員会�☎086-297-3930
http://okayama.v-seagulls.co.jp/

　平成29年８月１日からインターネット投
票を呼びかけていました「ゆるキャラグランプ
リ2017」が、11月18日、19日の２日間、三重県桑
名市のナガシマリゾートにおいて決選投票が開催され、最終的
な順位が決定しました。
　赤磐市マスコットキャラクター「あかいわモモちゃん」の
順位はご当地ランキング83位（681体中）、ポイント数は
10,064ポイントでした！
　あかいわモモちゃんが目指していた99位以内に入ること
ができました。投票いただいた皆様、ありがとうございました。
　これからも、あかいわモモちゃんをどうぞよろしくお願いいた
します。

あかいわモモちゃんへの
投票ありがとう
ございました！

み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
!!ご当地ランキング

83位／681体
10,064ポイント
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バスの乗客に、インタ
ビューをしました。

熊山英国庭園に到着で
す。ガゼボの前で記念撮
影。園内の草花を写真に
収めます。取材に行った
１１月１６日はイチョウの
木が鮮やかな黄色に色
づいていました。

バスが到着し、
いよいよ熊山英
国庭園へ向けて
出発です。

　市内には、市民バスに乗って行くことができるスポットがたくさんあります。今回は、赤磐市
役所で職場体験中の中学生たちと一緒に、市民バスに乗って、赤磐市役所から熊山英国庭園
に行ってみました。

 今回利用した市民バスは、熊山地域から山陽地域をつなぐ松木・下市線と、熊山地域を運行
する小野田線です。
●時間／ 行き：松木・下市線（赤磐市役所９：３８発～熊山診療所９：５９着）→乗り換え→小野田線

（熊山診療所１０：１３発～英国庭園前１０：２５着）
　　　　帰り：小野田線（英国庭園前12：48発～熊山診療所12：58着）→乗り換え→松木・下市線
　　　　（熊山診療所１3：2３発～赤磐市役所１3：51着）
 ●料金／ 市民バス１乗車につき…２００円
　　　　２路線目以降の乗車…１００円（乗継券使用）

　市民バスをはじめ、公共交通は、利用者がいなくなると維持するのが難しくなります。将来
に向けて、私たち市民が１人でも多く利用することが今後の公共交通の維持につながります。
今までバスを使ったことがない人も、通院や普段のお買い物、ちょっとしたおでかけにも市民
バスが利用できるかもしれません。この機会に、ぜひ一度利用してみてください。
　お住まいの地域で、どこを市民バスが走っているか分からない…という人のために、市では
バスの乗り方教室も開催しています。お気軽に問い合わせください。

●問い合わせ先／本庁秘書企画課 ☎955-2692

市民バスに乗って出かけましょう vol.1

赤磐市役所

熊山診療所

松木⇔下市

小野田線

熊山英国庭園

乗継券をもらえば、100円で乗り
継ぎ便に乗ることができます。

ピンク色のバラが満
開になる６月ごろが
待ち遠しいです。
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Challenge Work

学校名 実　施　日 受け入れ
事業所数

桜が丘中学校 9月13日～15日 62

磐 梨 中 学 校 11月9日、10日、13日14日 25

赤 坂 中 学 校 11月8日～10日 15

吉 井 中 学 校 11月15日～17日 20

高 陽 中 学 校 11月14日～17日 46

　９月から11月にかけて市内の中学生406人が商
店や飲食店、スーパー、工場、図書館などさまざま
な事業所で職場体験を行いました。実際の職場で
仕事をする中で、働くことの意義などを学びました。
生徒たちからは「楽しそうだと思って事業所を選ん
だ。実際やってみると体力勝負で大変なこともいろ
いろあったけど、やっぱり楽しいと思った」や「想像
していたより多くの仕事があると分かった」などの
声がありました。それぞれに新しい発見のある、貴
重な体験となったようでした。

赤磐市中学生職場体験��岡山チャレンジ・ワーク14

①広報あかいわ記事作成のため職場体験の様子を取材 ②消防署でホースを使っ
た訓練 ③図書館で本の整理 ④袋詰めをテキパキこなす ⑤スーパーでレジ打ち 
⑥保育園で園児たちと楽しく遊ぶ ⑦飲食店で丁寧に食事の準備 ⑧病院でベッド
メイキング ⑨買う人の気持ちになって商品棚の整理 ⑩工場で工具を使った作業

1

2 3 4

5 6

7 8 9

10

私たちの
未来に向けて 私たちも取材しました！

取材内容や写真、記事の
内容を考えました。
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読
者
の

広
場
　

㉄秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
３月号は１月１８日㈭が
記事の締め切りです。

　

音
楽
文
化
の
向
上
と
発
展
を
願
い
、
赤
磐

弦
楽
愛
奏
会
と
市
内
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
最
後
に
会
場
の
皆

さ
ん
全
員
で
「
赤
磐
市
の
歌
」
を
歌
い
ま
す
。

◆�

日
時
／
１
月
28
日
㈰
午
後
2
時
～

◆�

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

◆�

内
容
／
筝
・
尺
八
、
混
声
四

重
唱
、
女
声
合
唱
、
フ
ル
ー

ト
四
重
奏
、
チ
ェ
ロ
・
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
合
奏
、
ピ
ア
ノ
独

奏
、
弦
楽
合
奏

◆
入
場
料
／
無
料

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
弦
楽
愛
奏
会
（
代
表　

安
藤
）

　

☎
０
９
０（
７
１
３
７
）６
６
０
５

第
４
回
赤
磐
市
民
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

催し
　
「
礼
儀
作
法
と
和
食
の
マ
ナ
ー
」

を
学
び
、
素
敵
に
輝
き
ま
せ
ん
か
。

実
践
を
交
え
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

解
説
し
ま
す
。

◆�

日
時
／
１
月
28
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

◆�

場
所
／
海
鮮
料
理
「
法
水
」（
五

日
市
２
６
０–

１
）

◆�

講
師
／
平
松
幹
夫
さ
ん
（
マ
ナ
ー
講
師
）

第
４
回
赤
磐
ふ
れ
あ
い
ア
カ
デ
ミ
ー

催し

◆�

内
容
／
セ
ミ
ナ
ー
「
美
し
い
作
法
や
食
べ
方

に
は
合
理
的
な
コ
ツ
が
あ
る
」、
実
践
「
あ
な
た

を
素
敵
に
魅
せ
る 

和
食
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
」

◆�

参
加
費
／
２
８
０
０
円
（
料
理
・

資
料
代
含
む
）

※
満
席
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

◆�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
創
造
塾　

平
松

　

☎
０
９
０（
４
５
７
３
）１
０
６
２

　

鐘
を
つ
い
て
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

綱
を
下
に
ひ
き
、
撞

木
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。
甘
酒
の

振
る
舞
い
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆�

日
時
／
12
月
31
日
㈰
午
後
11
時

30
分
～
１
月
１
日
㈪
午
前
１
時

◆�

場
所
／
小
川
山
常
念
寺
自
性
院

（
沢
原
１
２
０
８
）

◆�

主
催
／
沢
原
の
鐘
保
存
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

◦
小
川
山
常
念
寺
自
性
院

　

☎（
９
９
５
）１
５
４
１

除
夜
の
鐘
を

つ
き
ま
せ
ん
か

催し

◆�

日
時
／
2
月
1
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◆�

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆�

内
容
／
遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
木
の

お
も
ち
ゃ
・
室
内
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
・
手
形
ア
ー
ト
ほ
か
）、
マ
マ

カ
フ
ェ
、
す
い
と
ん
、
パ
ン
販
売

ウ
ィ
ン
タ
ー・フ
ァ
ミ
リ
ー・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
第
３
回 

き
っ
と 

ず
っ
と 

な
か
よ
く 

き
ず
な
フ
ェ
ス
〜

催し

◆�

対
象
／
就
学
前
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

◆�

参
加
費
／
無
料

※
一
部
有
料
の
コ
ー
ナ
ー
あ
り

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
６
）３
７
０
０

げんきッズ！あかいわ

水
み ず た

田�柚
ゆ づ き

月ちゃん （高屋）
平成28年12月12日生まれ

お
母
さ
ん
の

由
佳
さ
ん

お兄ちゃんに
負けるなヨ！
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読者の広場

期

待

す
る
赤

子

す
く
す
く
大

欠

伸

助

走

路

は

整

え

子

等
の
飛

躍

待
つ

二
男

坊

期

待

さ

れ

ず
に
吉

を

出

す

期
待
の
星
言
わ
れ
続
け
て
燃
え
尽
き
ぬ

中

学

生

親

の

期

待

が

う

ざ
っ
た
い

期

待
し

た

成

果

な
く

と

も

前

進
め

老
い
て
な
お
握
り
こ
ぶ
し
に
花
の
種

期

待

せ

ぬ

そ

の

人

達

が

力

出

し

猛

暑

日

に

期

待

通

り

の

大

西

瓜

そ

の

期

待

重

荷

と

な
っ
て

不

眠

症

盆

が

去
る

期

待
の
孫

と

共
に
去
る

内

閣
に
期

待

は

や

め
て
鍬

を

ふ
る

期

待

さ

れ

頑

張

る

姿

皆

に

見

せ

あ
の

人

の

参

加

期

待

の
ク
ラ
ス
会

期

待

さ

れ

空

し

く

散
っ
た

甲

子

園

お
い
し
く
な
あ
れ
孫
と
育
て
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

期
待
し
た
慈
雨
が
豪
雨
に
な
る
誤
算

川
柳
あ
か
い
わ 

／ 

テ
ー
マ「
期
待
」�

小
倉
慶
司
郎�

選

投稿

谷
井
妣
榔
子

福
島　

光
子

本
徳　

頼
子

中
塚
堅
太
郎

藤
井　

隆
子

村
木　

邦
子

藤
本　

わ
こ

草
谷　

靖
子

平
島　

始
子

白
鳥　

年
通

中
村　

哲
郎

も
み
の
志
郎

光
川　

利
勝

菅
形　

美
枝

福
井　

陽
炎

久
山　

和
子

小
倉
慶
司
郎

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

　

第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
今
回
も
ラ
テ
ン
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

か
ら
演
歌
ま
で
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を

交
え
て
お
送
り
し
ま
す
。

◆�

日
時
／
１
月
14
日
㈰ 

午
後
１
時

30
分
～
（
開
場
…
午
後
１
時
～
）

◆�

場
所
／
西
山
公
民
館

◆�

曲
目
／
赤
磐
市
の
歌
ほ
か

◆�

主
催
／
山
陽
ラ
テ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

※
10
月
８
日
に
開
催
し
た
第
31
回
コ

山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

催し

ン
サ
ー
ト
で
設

置
し
て
い
た
「
善

意
の
箱
」
へ
の

募
金
は
、
い
つ

も
通
り
全
額
赤

磐
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
好
意
に
感

謝
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
河
田

　

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

　

10
月
21
日
と
22
日
に
第
14
回
文
化

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
桜
が
丘
中
学

校
の
生
徒
13
人
が
出
展
し
た
、
た
こ

焼
き
と
ピ
ザ
の
屋
台
が
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
桜
が
丘
中
学
校
と
磐
梨
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
が
出
演
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

交
流
セ
ン

タ
ー
に
登
録

し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
日

ご
ろ
の
練
習

第
14
回
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

投稿

や
勉
強
の
成
果
を
発
表
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
、
一
歩
踏
み
出
し
、
地

域
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
の
文
化

祭
と
な
り
、
ま
さ
し
く
交
流
セ
ン

タ
ー
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
で
し

た
。
今
年
は
台
風
21
号
と
選
挙
の
日

が
重
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ほ
ぼ
予
定

通
り
盛
況
裏
に
実
施
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

◦
文
化
祭
実
行
委
員
会　

吉
永

　

☎（
９
５
５
）７
５
６
３

◆�

日
時
／
１
月
７
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
（
少
雨
決
行
）

◆�

場
所
／
第
１
近
隣
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
桜
が
丘
４
丁
目
）

◆�

内
容
／
午
前
９
時
か
ら
お
飾
り
な
ど

を
投
入
。
午
前
９
時
50
分
点
火
。
豚

汁
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
振
る
舞
い

桜
が
丘
東 

ど
ん
ど
祭
り

催し

※ 

持
ち
込
め
る
も
の
…
お
飾
り
、
鏡

餅
、
書
初
め
な
ど
（
ビ
ニ
ー
ル
製

品
不
可
）

◆�

主
催
／
桜
が
丘
東
連
合
町
内
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

◦
桜
が
丘
東
２
丁
目
町
内
会
長　

永
徳

　

☎
０
９
０（
３
８
４
０
）３
９
９
０

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
久
山
和
子�

☎（
９
５
５
）３
９
０
７
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　10月29日、山陽小学校と特別養護老人ホームで
避難所開設から福祉避難所設置・閉鎖までの一連
の運営体制の訓練を市で初めて行いました。
　特別養護老人ホームや医師会、近隣の地区や自
主防災組織、あかいわ防災士連絡会などの関係団
体から約140人が参加しました。
　大きな災害時、被災者にとって生活再建の場と
なるのは避難所です。その中でも避難所生活にな
じめない要配慮者（特に高齢者や障害者）を対象
とした福祉避難所は
精神的・肉体的に安
定した避難所生活を
送れる場所として必
要となります。
　市と住民、関係団
体が連携し、災害時
の事態に対処できるように今後もこうした訓練を行
う予定です。市では12施設の公共施設を福祉避難
所として指定しています。また、10施設の特別養護
老人ホームなどと福祉避難所設置の協定を締結し
ています。

安心して避難所生活を送るために
避難所、福祉避難所設置・運営訓練実施

タウン・トピックス

2017.10 ▶ 2017.11

　平成29年度岡山県うまいくだもの推進大会が開
催され、ブドウ共進会の表彰式がありました。市内
の入賞者は７人です。

岡山県うまいくだもの推進大会
本郷さん農林水産大臣賞受賞

　大森啓二朗さん（矢野賞）と本郷祐希さん（農林
水産大臣賞）は品質向上、ブランド化を図り、ブド
ウの産地振興に努めています。

若手新規就農者が市長を表敬訪問
矢野賞、農林水産大臣賞を受賞報告

　高陽中学校有志生徒と地域住民らが連携し、12
年間途絶えた地域の盆踊りを復活させたことが、明
るい地域社会をつくる善行と称えられました。

若者の力による地域活性化
岡山県わかば賞受賞
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会長賞／香川  心雪（豊田小6年）  

右 ： 特　選／原田  貫司（桜が丘中3年）
左  ：入　選／伊永  桃歌（磐 梨 中 3 年）

　県内の応募者総数669人の中から41人が入賞者
に決まりました。市内の小中学校からは、次の3人
が入賞しました。（敬称略）

入賞おめでとうございます
明るい選挙啓発ポスターコンクール

▶明けましておめでとうございます。今年も広報あかいわ
をよろしくお願いします。健康第一。朝晩冷え込みますが、
体調など崩さないように過ごしたいと思います。（荒井）

▶今月の表紙は、赤坂ひまわりこども園で園児たちが、お
正月遊びのひとつ、「かるた遊び」をしている様子です。読
み上げられた絵札を見つけると大きな声で「はい！」と絵
札を目がけて勢いよく手を伸ばしていました。（木下）

今月の表紙・編集者のつぶやき

　11月7日、山陽小学校５年生、約45人が地域の農
家の皆さんと、昔ながらの稲刈り・脱穀を体験し、
農業の大変さを学びました。

実った稲穂、重たいなぁ。
稲刈り・脱穀の体験学習

　11月21日、河本和
三さんが磐梨中学
校および磐梨武道
館で柔道の指導を
通じて青少年の健
全育成に特に顕著
な功労があったとし
て受賞されました。

受賞おめでとうございます
青少年健全育成功労者知事表彰受賞

　11月19日、岡山農業公園ドイツの森で開催され
た是里ワインフェスト。ワインの試飲やぶどう染め
などを体験し、秋の一日を楽しんでいました。

ワインの試飲やぶどう踏み染め体験
是里ワインフェスト　なお、岡山県選挙管理委員会および明るい選挙

推進岡山県連合会が主催する今回のコンクールで
の入賞作品は、県庁で開催するポスター展で展示
予定です。
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●問い合わせ・申し込み先／岡山県自閉症児を育てる会 事務局  ☎955-6758、FAX955-6748

日��時

「
そ
の
子
ら
し
さ
」を
生
か
す
子
育
て

　

～
発
達
障
害
、親
が
で
き
る
こ
と
、周
り
が
で
き
る
こ
と
～

2月17日㈯
12時30分～16時30分

場��所 中央公民館 大集会室

吉
よ し だ

田 友
ゆ う こ

子さん
（ペック研究所 主宰・よこはま発達クリニック医師）

＜プロフィール＞
1985年、東京慈恵会医科大学卒業。精神科医師。専門は児童精神医学。
横浜市総合リハビリテーションセンター児童精神科、横浜市北部地域療育センター
診療係長等を経て、2000年2月からはよこはま発達クリニック精神科主治医。
また、2005年よりペック研究所（子どもとおとなの心理学的医学教育研究所）を
主宰し、啓発活動や大学・企業・療育センター等の相談支援も行っています。

講��師

スケジュール 12：30　 開会・オープニング
　　　　「赤磐市子ども・障がい者相談支援センター」紹介
12：45　 吉田友子さん 講演会
16：30　 閉会

主��催 赤磐市
ＮＰＯ法人 岡山県自閉症児を育てる会

ちょっと、発達が気になる子…あなたの周りにいませんか？
その子がその子らしく生きていくために何ができるか… 

赤
磐
市 

子
ど
も
・
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
特
別
講
演

市内在住・在勤者
入場無料
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磐
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